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道
路
交
通
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

1

卜
着
用
の
義

務
化

(来
年
四
月
一
日
か
ら
)

、

走
行
中
の
携
帯
電
話
等
の
使

用
制
限

(今
年
十

一
月
一
日
か
ら

)
な
ど
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

改
正
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
i

ト
着
用
が

来
年
四
月
一
日
か
ら
義
務
化

こ
の
ほ
ど
道
路
交
通
法
が
改
正

さ
れ
、
六
歳
未
満
の
幼
児
の
チ
ヤ

イ
ル
ド
シ

1

ト
着
用
義
務
が
来
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

。

チ
ヤ
イ
ル
ド
シ

l

ト
の
義
務
付

け
は
、
近
年
の
少
子
化
社
会
に
も

関
わ
ら
ず
交
通
事
故
に
よ
る
幼
児

の
死
傷
者
が
急
増
し
て
い
る
実
態

か
ら
み
て
、
欧
米
諸
国
で
既
に
一

般
化
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
使
用
を
法
律
で
義
務
付
け

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
使
用
率
を

向
上
さ
せ
、
幼
児
を
交
通
事
故
に

よ
る
被
害
か
ら
保
護
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

自
動
車
の
運
転
者
は
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
1

ト
を
使
用
し
な
い
で
六

歳
未
満
の
幼
児
を
乗
車
さ
せ
て
自

動
車
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た

。

着
用
を
怠
っ

た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
、
反
則
点
一

点
が
付
加
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
着
用
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

(
主
な
免
除
規
定
)

。
疾
病
、
負
傷
、
障
害
の
た
め
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l

ト

を
使
用
さ
せ

る
こ
と
が
療
養
上
適
当
で
な
い
場

ム
ロ

O
座
席
の
構
造
上
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
が
装
着
で
き
な
い
場
合

。
多
人
数
の
幼
児
を
乗
車
さ
せ
る

た
め
、
幼
児
全
員
に
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
l

ト

を
装
着
で
き
な
い
場
合

。
運
転
者
以
外
の
者
が
、
授
乳
、

お
む
つ
の
交
換
等
日
常
生
活
上
に

不
可
欠
な
世
話
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
場
合

。
パ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
に
幼
児
を

乗
車
さ
せ
る
場
合

。
応
急
救
護
の
た
め
医
療
機
関
等

へ
緊
急
に
幼
児
を
搬
送
す
る
場
合

チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l

ト
を

着
用
し

て
い
る
場
合
で
も
、
取
付
の
仕
方

が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
正
し
く
使

用
さ
れ
て
い
な
い
と
、
着
用
効
果

は
あ
り
ま
せ
ん
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト

を
正
し
く
着
用
し
、
交
通
事

故
か
ら
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う

。

@背もたれは、座った

子どもの頭を越える高

さがあるか。

安全な
チャイルドシート選びの

ポイン卜
e横の衝撃か5頭部を

保護するクッション

(サイドサポート)は

十分な深さがあるか。

広報かわうち

チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
選
択
や

使
用
方
法
を
誤
る
と
、
効
力
が
な

い
ば
か
り
か
逆
に
事
故
時
の
被
害

を
大
き
く
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
選
択

-

子
ど
も
の
体
格
に
合
う
も
の
を

選
ぶ
。

-

実
際
に
車
の
シ

ー
ト

に
装
着
し

て
み
て
、
ぐ
ら
つ
い
た
り
す
べ
つ

@ベルトの位置や仕組
みは、首に巷きついた

りしないか。 パックル

の差し込みはゆるんだ

りしないか。

ぬ

@座面が高いものは重

心が高くなり、不安定

になりがち。

@シートの底面積が大

きい方が安定しやすい。



た
り
し
な
い
か
を
確
か
め
て
選
ぶ

0

・

運
輸
省
の
型
式
認
定
ラ
ベ
ル
と

J
I
S

マ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

②

座
席
へ
の
取
付

-
チ

ヤ
イ
ル
ド
シ

l

ト
の

ベ
ル
ト

取
付
位
置
を
子
ど
も
の
体
格
に
合

う
よ
う
に
調
整
し
、
車
の
シ

l

ト

ベ
ル
ト
で
正
し
く
固
定
す
る

。

-
助
手
席
に
エ
ア
パ
ッ
ク
装
置
の

あ
る
車
の
場
合
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
は

後
部
座
席
に
取
り
つ
け
る
。

や
む
を
え
ず
助
手
席
で
使
用
す

る
と
き
は
、
座
席
を

一
番
後
ろ
ま

で
下
げ
、
必
ず
前
向
き
に
取
り
付

け
る
。

③

着
用
の
際
の
確
認

子
ど
も
を
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

“車に乗ったらシートベルト"
大人も必ず着用しましょう

に
座
ら

せ
、
装
着
し
た
ベ
ル
ト
の

バ
ッ
ク
ル
な
ど
が
確
実
に
差
し
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ま用 ④ 
自し必
動、ず 着

車子保 用
かど護 中
らも者 の
離を同 注
れ乗乗 意
な車の
いさも
。 せと

たで
ま使

携
帯
電
話
等
の
制
限
は
、

今
年
十
一
月
一
日
か
ら

ﾗ 
今
回
の
道
路
交
通
法
の
改
正
に

よ
り
、
走
行
中
の
携
帯
電
話
等
の

使
用
に
つ
い
て
も
制
限
さ
れ
る
こ

昨年、交通事故で亡

くなった人は9 ， 211 人。

なかでも自動車乗車中

の死者が3 ， 9 ワ 2人と最

も多く、全死者数の4割

以上を占めています。

そのうちシートベル

トを着用していなか った人はおよそ

65%にのぼり、シ トベルトをつけて

いれば助かったと思われる事故が数多く

見受けられます。シートベルトの必要性

について、もう一度、考えてみましょう。

(1) 衝突力はビルか5の落下と同じ

自動車がぶつかったときの衝突力は

極めて大きく、例えば時速60kmで走

っている車が壁にぶつかったとする
と、その衝撃は高さ約 14m ( ピjレの4

階の高さ) から落ちたときと同じです。 と
に
な
り
、
今
年
十

一
月

一
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

最
近
、
携
帯
電
話
や
カ
|
ナ
ピ

ゲ
1

シ
ョ
ン
装
置
の
急
速
な
普
及

に
伴
い
、
こ
れ
ら
に
係
る
交
通

事

故
が
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
自
動

車
ま
た
は
原
動
機
付
自
転
車
を
運

転
す
る
場
合
に
は
、
当
該
自
動
車

等
が
停
止
し
て
い
る
場
合
を
除

( 2 ) 車外に投げ出されることも

シートベルトを着用していないと、

衝突の勢いでフロントガラスに激突し

たり車外に放り出されたりすることも

あリます。シートベル トの着用には 、

このような被害をより小さくする効果

のほか、正しい運転姿勢を保つことで

視界が広がリ、安全運転ができるなど

事故防止の効果も期待できます。

き
、
携
帯
電
話
等
を
通
話
の
た
め

に
使
用
し
、
ま
た
は
、
カ

l

ナ
ピ

ゲ
l

シ
ヨ
ン
装
置

等
に
表
示
さ
れ

た
画
像
を
注
視
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た

。

た
だ
し
、
ハ
ン
ズ
フ
リ

l

装
置

を
併
用
し
て
携
帯
電
話

等
を
使
用

す
る
場
合
や
疾
病
者
の
救
護
又

は
、
公
共
の
安
全
の
維
持
の
た
め

自
動
車
の
走
行
中
に
緊
急
や
む
を

得
ず
携
帯
電
話
等
を
使
用
す
る
場

合
は
、
規
制
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
。な

お
、
こ
の
制
限
に
違
反
し
て
、

道
路
上
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を

生
じ
さ
せ
た
者
に
対
し
て
は
、
現

行
の
安
全
運
転
義
務
違
反
と
同
じ

よ
う
に
違
反
点

二
点
と
反
則
金

(3) 乗る人全員が必す着用

シートペjレ卜はあなたを守る命綱で

す。「車に乗ったらシートベルト」を

合い言葉に、前席、後席にかかわらず、

車に乗る人は全員が必ず着用するよう

に習慣づけることが大切です。

(
大
型
車

一
万
二
千
円
、
普
通
車

九
千
円
、
二
輪
車
七
千
円

、

原
付

車
六
千
円
)
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
今
回
の
法
改
正
で

は
、
運
転
免
許
を
現
に
受
け
て
い

る
者
に
対
し
そ
の
運
転
技
能
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
道
路
交
通
に

関
す
る
知
識
を
深
め
さ
せ
る
た
め

の
教
育
を
、
自
動
車
教
習
所
で
あ

る
施
設
そ
の
他
の
施
設
を
用
い
て

行
う
者
は
、
そ
の
課
程
の
区
分
ご

と
に
、
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す

る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
申
請

し
て
、
当
該
教
育
が
二
疋
の
基
準

に
適
合
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ

士
4
1
し
れ
~。

(4) 正しい着用こそが命を守る

シ トベル トは正しく着用しなけれ

ば十分な効果を発揮できません。

①腰骨を巻くように ②ベル トはよ

じれないよう、首にかからないように

①シートを倒さず深<腰掛けるように

して着用してください。

会

シートベルトあってこその

工アパック

車に工アパックが装着されていても

油断は禁物です。工アパックは、シー

トベjレ 卜が正しく着用されていなけれ

ば、その効力を発揮できません。

広報かわうち
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川
内
町

で
は

、

常
に
水
質
基
準

に
適
合
し
た
水
道
水
を
供
給
す
る

た
め
、
水
質
検
査
や
施
設

全
般
に

つ
い
て
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ

て
お
り
ま
す

。

水
(
地
下
水
)
は
生
き
て
い
ま

す
。

絶
え
ず
流
れ
て
い
く
水
の

一

(別表1)

100以下(イ固ImQ )一般細菌

検出されないこと大腸菌群

10以下硝酸性窒素友びE硝酸性窒素 (mgIQ)

0.3以下(mgIQ) 量失

水
質
検

に
つ
い
て

部
を
井
戸
か
ら
汲
み
あ
げ
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
常
に
同
じ
水
質

で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

。

環
境

の
変
化
に
も
微
妙
に
影
響
を
受
け

ま
す
。

水
質
検
査
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
水
質
の
変
化
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

0.05以下(mgIQ) マンガン

200以下(mgl.e) 塩素イオン

10以下有機物等 (過マンガン酸カリウム消費量) (mgl.e) 

5.8~8.6 

異常でないこと

PH値

日未

異常でないこと

5以下(度)

臭気

色度

水
質
検
査
は
、
水
道
法
や
県
条

例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り

、
定

期
及
び
臨
時
に
行
う
こ
と
が

義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
簡
易
水
道
に

つ
い
て
は
、
毎
月
、
条
例
水
道
に

つ
い
て
は

、

隔
月
に
水
質
検
査
を

行
い
、
水
道
法
に
規
定
さ
れ
た
要

件
を
備
え
、
水
質

基
準
に
適
合
し

た
水
道
水
を
各
家
庭
に
供
給
し
て

お
り
ま
す
。

検
査
項
目
は

、

各
水
源
ご
と
に

十
二
項
目
(
別
表
こ
に
つ
い
て

2以下(度)濁度

毎
月

一
回
検
査
し
、
年

一
回
は

基

準
項
目
全
四
十
六
項
目
に
つ
い
て

検
査
し
て
お
り
ま
す
。

水
質
検
査
の
結
果
、
異
常
を
認

め
た
と
き
は
、
そ
の
原
因
を
調
査

探
究
し
、
適
切
な
処
置
を
講
じ
て

改
め
て
水
質
検
査
を
行
い
、
水
道

水
の
管
理
に
万
全
を
期
し
て
い
ま

す
。現

在
、
町
内

の

水
道
施
設
は
、
簡

易
水
道
七
カ
所

、

条
例
水
道
四
カ
所

(別
表
二
)
あ
り

、

七
月
の
水
質
検
査

の
結
果
は

、

水
道

法
に
よ
る
水
質
検

査
に
適
合
し
て
い

ま
す
。

川上地区簡易水道

東谷地区簡易水道

西奇地区簡易水道

狩場地区簡易水道

士奇地区簡易水道

松瀬川地区簡易水道

横灘団地簡易水道

鳥の子地区飲料水供給施設

蔵元地区飲料水供給施設

落出地区共同給水施設

大平・成地区飲料水供給施設

簡

易

水

道

条
例
水
道

広報かわうち

三
月

二
十
五
日
か
ら
交
付

・

使

用
が
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
振
興
券

は
、

七
月
末
日
現
在
で
交
付
率
が

九
十
五
%
、
使
用
率
(
業
者
換
金

済
分
)
八
十
五

・

九
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。

交
付
対
象
者
で

、

ま
だ
地
域
振

興
券
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
役
場
総
務
課
(
白
9
6
6

・

2
2
2
2
)
で
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

交
付
・
使
用
期
限
は

、

九
月
末
日
で
す
の
で
、
交
付
申
請

が
遅
れ
る
と
、
使
用
期
間
が
短
く

な
り
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
地
域
振
興
券
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
も
、
九
月

末
日
ま
で
に
、

町
内
の
特
定
事
業

者
の
店
舗
で
使
用
し
て
く
だ
さ

、

。

t
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9月のfベシト情報

の

売買があった場合は?

年の申途で

土地(家

‘
，

E
T
私
は
、
平
成
十
年
+
一

，
‘

月

に
自
己
所
有
地

の
売
買

契
約
を
締
結
し
、

平
成
十
一
年
三

月

に
は
貫

主
へ
の
所
有
権
移
転
登

記
を
清
ま
せ
ま
し
た
。

平
成
十
一

年
度
の
固
定
資
産
税
は
誰
に
課
税

さ
れ
ま
す
か

。

h
‘

平
成
十

一
年
度
の
固
定

』
，

資
産
税
は
、
あ
な
た
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
土
地
に
つ
い
て
は
賦
課

期
日

(毎
年

一
月

一
日

)
現
在
、

土
地
登
記
簿
に
所
有
者
と
し
て
登

戸万
庁守、

谷

口場

口内

- 後援) 11 内 IHJ-主催

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

第10回公民館交流

鶩 
クロッケー大会

心の健康づくり
講演会

~頭の寝たきりを治そう~
口日 時 9 月 4 日仕)

午後 6 時~ 健康相談など

午後 7 時30分~ 講演

中央公民館大ホ ー ル

・ 健康相談 ( 1[1] 圧測定、体脂肪率測定、

介護相談)

- 講演 (入場無料)

「ポケは防げる、治せるj

講師 浜松医科大学講師 ・ |臨床心理ニ士
エイジングライフ研究所副所長

高槻絹子先生

川内 11IT保健衛生実践会

午前 8 時30分~

午前 9 時00分~

※小雨決行

口場所 ふれあい広場

第30回老人福祉大会

開会式

試合開始

時口 日

地域振興券使用状況 (7月 末 日現在)
飲食業 865千円 1.6% 一， 1一一一 i豆送業 75 1 千円 1 .4%

サービス業一一一~てー その他
仰向 /ブ!〆 \ ;12円
38% ./' / /// ¥ 

買
円
以
F

日

潮
円
げ
ん
問他

用

ω
F
氾
劃

使
4

，

使
E

業

5

(
 

9 月 1 5 日 (羽

受付午前 8 時10分~午前 9 時00分

間会式午前 9 時00分

川内町中央公民館大ホー ル

川内町

ぬ

時

所

催

広報かわうち

口日

場
主
口
口



@ 

10周司固t/J)\6肱じ事eb零す2

来
年
四
月
一
日
か
ら
開
始
さ
れ

ま
す
介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス

を

利
用
す

る
た
め
に
は
、
申
請
を

し
て
介
護
が
必
要
な
状
態
(
要
介

護
状
態
ま
た
は
要
支
援
状
態
)
で

あ
る
と
判
定
す
る
「
要
介
護
認
定
」

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
介
護
が
必
要
な
状
態
で

な
ん
ら
か
の
サ

ー
ビ

ス
を
受
け
て

い
て
今
後
も
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
た

い
方
や
、
今
後
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
い
方
は
、
介
護
保
険
制
度
が
始

ま
る
ま
で
に
認
定
を
受
け
て
お

き
、
制
度
開
始
と
と
も
に
ス
ム

ー

ズ
に
サ

ー

ビ
ス
を
受
け
れ
る
よ
う

事
前
認
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

川
内
町

で
は
、
十
月
よ
り
申
請

が
集
中
す
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
、
公
民
館
単
位
の
地
区
割
り
で

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

。

ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
福
祉
係
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

。

【参
照

】

町
広
報
の
介
護
保
険
特
集
五
月

号
の
「
要
介
護
認
定
と
要
支
援

認
定
」
、
七
月
号
の
「
要
介
護

度
の
め
や
す
と
サ
ー

ビ
ス
」
に

つ
い
て
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申請月 申請を受け付ける公民館名

10月 河之内、井内、滑川、土谷の各公民館の方々

11 月 則之内東、買Ij 之内西の各公民館の方々

前松瀬川、奥松瀬川、横i難団地、北方策、北方西の
12月 各公民館の方々

1 月 町西、町東の各公民館の方々

2月 南方束、南方西の各公民館の方々

要介護認定を受け付ける公民館の順番

要介護(要支援)状態とは?
・要介護状態

身体上や精神上

の障害があるため

に、入浴、排地、

食事などの日常生

活における基本的

動作の全部または

一部について、 6 カ月以上継続して常時

介護が必要と見込まれる状態。
現
在
、
病
院
に
入
院
や
、
老

人
保
健
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
は
、
入
院
や
入
所
前
の
住
所
地

扱
い
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

。

※
申
請
を
受
け
付
け
る
時
期
が

過
ぎ
て
、
介
護
が
必
要
な
状
態
と

な
っ
た
方
は
順
次
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

。

※
申
請
書
は
、
役
場
福
祉
課
に

備
え
付
け
ま
す
が
、
現
在
サ

ー

ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
次
の
所
に
も

置
い
て
い
ま
す

。

(
在
宅
支
援
セ

ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー

え
ぐ
も
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
ガ
リ
ラ
ヤ

荘
、
愛
媛
十
全
医
療
学
院
附
属
病

院
)

※ 

-要支援状態

身体上や精神上の障

害があるために、 6 カ

月以上継続して日常生

活を営むのに支障があ

る状態。

広報かわうち

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
かf

保
険
料
納
付

ー
国
民
年
金
保
険
料
は
、
忘
れ
す

に
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

1

国
民
年
金
は
、
世
代
と
世
代
の

助
け
合
い
の
制
度
で
す

国
民
年
金
制
度
は
、
国
民
み
ん

な
が
加
入
し
て
若
い
世
代
が
、
年

金
世
代
を
支
え
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
納
め
る
保
険
料
が
今

の
お
年
寄
り
の
生
活
を
支
え
、
私

た
ち
が
年
老
い
た
と
き
に
は
、
次

の
世
代
の
人
た
ち
が
納
め
る
保
険

料
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
、
国
民

全
体
の
支
え
合
い
の
制
度
で
す

。

。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
に
と

っ
て
大
切
な
保
険
料
で
す

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と

、

将

来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ



国
保
へ
の
加
入
・
脱
退
と

保
険
税

加
入
し
た
と
き
の
保
険
税

保
険
税
は
国
保
の
被
保
険
者
に

な
っ
た
月
の
分
か
ら
納
め
る
の
で

あ
っ
て
、
国
保
に
加
入
の
届
け
出

を
出
し
た
と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

し
た
が
っ
て
加
入
の
届
け

出
が
遅
れ
た
場
合
、
保
険
税
は
被

保
険
者
に
な
っ
た
時
点
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

-
加
入
す
る
日
(
国
保
の
資
格
が

発
生
す
る
日
)

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て

き
た
日
(
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
)

-

職
場
の
健

康
保
険
な
ど

職場の健康保険に加入したが、

国保をやめる届け出をして

い1;J.いため手元にまだ国保の

保険証があり、

うっかりそれを持って診療を

受けてしまったロ

国保が負担した医療費はあとで返していただくこと
になります。

6 

延長保育を
始めました f

加入の届け出が遅れると、加入資格が発生
した月までさかのぼって保隣税を納めなけ
ればな5なくなります。

会社をやめたのは

5月だけど、

国保の加入の

届け出をした

のは9月。

.5月に会社をやめて9月に国保の加入の
届け出をした場合

を
や
め
た
日

脱
退
し
た
と
き

の
保
険
税

他
の
健
康
保
険

に
入
っ
た
と

長
C

国
保
を
や

め
る
届
け
出
を

し
な
い
と
、
知

ら
ず
に
保
険
税

を
二
重
に
支
払

っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま

す
。

-
や
め
る
日
(
国
保
の
資
格
が
な

く
な
る
日
)

・
他
の
市
区
町
村

へ
転
出
し
た
日

の
翌
日
、
ま
た
は
そ
の
日

-
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入

し
た
日
の
翌
日

-
死
亡
し
た
日
の

翌
日

・

生
活
保
護
を
受
け
は
じ
め
た
日

-
保
険
税
の
納
付
は世

帯
主
の
義
務
・

世
帯
主
本
人
が
職
場
の
健
康
保

険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で

も
、
世
帯
内
に
国
保
の
被
保
険
者

が
い
る
場
合
は
保
険
税
納
付
の
義

務
は
世
帯
主
に
あ
り
ま
す
。

て
は
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り

し

ま
す
。

ま
た
、
万
一
の
事
故
や
病
気
な

ど
で
障
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
き
に
支
払
わ
れ
る
障
害
基
礎
年

金
や
、
不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
た

と
き
に
支
払
わ
れ
る
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
に
大

切
な
保
険
料
納
付
で
す
。

忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う

。

【
年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
福
祉
課
年
金
係

箇
9
6
6

・

2
2
2
3

あんしん

川内保育園では 、 6月 1 日より延長保育

を始めました。

延長保育時聞は、平日の午後6時から午

後7時30分までです。午後6時前までは、

居残リ保育のお子さんとともに保育しま

す。その後、軽食を食べ、延長保育担当の

保母が保育します。

延長保育料など詳しいことは、川内保育

園(薗966 ・ 2288) までお問い合わせく

ださい。

広報かわうち
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日部男子] 。 :
優勝 南方東部公民館 :

準優勝 前松瀬川公民館 ・
[ 1 部女子] . 

優勝 南方東部公民館 :
準優勝 南方西部公民館 :

[2 部男子]

優勝 則之内東公民館 ・

準優勝 北方東部公民館 :
[2 部女子] : 

優勝 町東部公民館 : 

準優勝 北方東部公民館 ・

~アD~ • 
明
的. * Ill土スポーマ少年団ソヲト : 
ポーIL部全国大会出場* :

: 幽閉照れ摂主滋箆憲君縫之国高 県大会準優勝
ー醤理署婦守電~~~!\I 詳 の) 11上スポーツ

. 33総議再占ぺ 41F六 ;明 少年団ソフトボ
: 門町三王子 c議AJ・ i: - A盤l自
. IJ去最1通過蝉轟 -)レ部は 8 月 :間I~t :~t'!!./_ 抗I幽醸穀 6 ・ 7 ・ 8 目、滋 ・

議邑 : ミ漕週量薗園野写言語警雪量 賀県守山市民球 ; 

睡'F竪琴γ定議 場で行われた第 :
・ 雷量畠E2怒宗宗主ヰ 13回全日本小 ・
. R竺空主主謹謹這謡三三Li 学生男女ソフト :

: ボール大会に 2 年連続で出場しました。 : 

・ 全国大会では、初戦、ベスト松原 (大阪代表)

: と対戦。 塾奮起j腕繍品主礎週富民官~~通廃 : 
. 立ち上が

・ りに相手に
: 35宇正制され、
• 2 固に l 点
. 返すも、 3

: 対 1 で惜敗
・ しました。

. 。
• 

川上スポーヴ少年団
女 バレーボール部 責
四国大会で第3位

県大会第 3 位の川上スポーツ少年団バレーポ

ール部が 7 月 24日- 25日、香川県の観音寺市立

総合体育館で行われた第1 4回四国バレーボール

小学生大会に出場。

四国大会でも健闘し、第 3 位に入費しました。

••••• 

貴公民館爽満
バレーボール大会実

• 
• 

7 月 1 8日、公民館交流バレーポール大会が勤

労者体育センター( 1 部)、川上小学校体育館(2

部)で開催

されました。

試合の結

果は、次の

とおりです。

• 
• 

。

-• • ••• 
•••• 

h
F
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た

七夕手つり(川内保育園)フパフ

広報かわうち
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女少年球技大会女

8 月 7 日、川内中学校体育館で第26回少年

球技大会が開催されました。

今年は、 ドイツのスポーツ少年団員の飛び

入り参加で、大いに盛り上がりました。

8 チームがレクリ工ーションバレーボール

で競い合った結果は次のとおりです。

直〕劃 北方合同チーム 斤了γヘ
重量記 南方東部チーム はよ /

女少年剣道大会女

8 月 8 日 、

第14田川内町

少年剣道大会

が川内中学校

体育館で開催

されました。

熱戦の試合

結果は次のと

おりです。

。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
。

~剣道大会試合結果 (川内町関係分) ---

日固人]

・小学生低学年の部

第 3 位 今西 一征(川内剣道会A)

[団体]

・小学生高学年の部

準優勝川|内剣道会A

・中学生男子の部

準優勝川内剣道会A

大川肉町軟式野球大会大
8 月 1 4 ・ 1 5日、川内中学校グラウンドで軟式野

球大会が開催されました。

炎天下での熱戦の結果は次のとおりです。

KANSAI 

地球防衛軍

優勝

準優勝

政日月 (KANSAI) 

崇仁 (KANSA I )

大輔 (地球防衛軍)

井
崎
瀬

酒
石
岩

最高殊勲選手賞

優秀選手賞

敢闘賞

Irl 

""' 3 年に 1 度の ミ医王寺十七夜ミ 。
暗聞に浮かび上がるミ入船行事ミ は 砂

幻想的です。

句

.. 

。、目

圏

。

ぐずついた天気にもか 砂

かわ5す、訪れた人は、

うなぎや魚のつかみ取り、

ビール ・ジ、ユ スの早飲

み競争などに挑戦してい

ました。

広報かわうち
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、
の
で

国
網

拡
麟
鞭

3
L
ι
T
T

~
・
圃
軍事
鶴
間
性
2
2
5
1

E
』
ド
囲楓
噂
瞳
塑
I
、

年
似
そ
員
を
し

)
・
咽
覇
猷
引
一~
噂

L
f
±

主
仇

工

品
輸
目
削
鼎
剛
眠
内
d
露
悶
阿
マ一

t
袖
山
甲
山
少
式
、
団
は
ど
楽

、

.

.

.
 
開
時
凶
温
容
轟
醇
島'
弓
a
罰
百h

工

ョ
圃
圃

園
時
蹴
閣
内
議
L
5

月
ツ
会
り
年
日
な
に

J

・
・
・
E
'
E
刀
a
F
防

白

中

月
刊
附
ス
交
会

日

売
り

口

.
，

園
圃

闇
圃
・
閤
刷

、船
踊
固
目
司a
F
7

一

聞
と
少
翌
レ
よ

~

・
・
・
固
飼
じ
酬
V
匂
闘
p
l

7
U

川
、
と
重

2

侃
し

ロ

・
・

圃
臨
醐
圃
-
-
E阪
開
細
細
胞4

ポ
を
ツ
→
し

J

・
・
・
・R
a思
.
，
川1
aa
zp

人
流
さ
タ

生

で

愛
嬢
夏
季
大
学

逸
故
)
、
が
ホ
れ

J

ソ
を

、
(
人
て
学
大
さ
紳
ピ
い

日

ん
夫
し
大
館
催
の

工

思

凶
さ
孝
き
季
民
開

。
族
の
の

月
恵
政
招
夏
公
で
た
家
氏
族

7

晴
見
お
媛
央
ル
し
「
孝
家

見
逸
を
愛
中

一
ま
政

見
い
逸
思
故
の
の
5

夫
自
た
し

は
ら
ま

で
が
い

演
芯
て

請
え
っ

た
交
語

し
を
と

題
ド
々

と

一
切

小児生活習

慣病予防を目

的としたサマ

ースクールが

今年も、 7 月

26 ・ 27日、 8 月 1 9日 に開催されました。

夏休みを利用し、自分たちの生活習慣を見直そうと、

参加した子どもたちは、真剣に運動や食事について学ん

でいました。

サマ
スワー

同和教育
相究大袋

広報かわうち
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‘民泊家庭といもたきで
父流

(雨のため、中央公民館
でいもたき )

川肉町・ドイヴ
スポーヴ少年団

爽漏

島園
8 月 6 日~8 日、 ドイツのスポーツ少

年団員10人が川内町を訪れました。

ドイツのスポーツ少年団員は、ホーム

ステイをしながら、剣道や和太鼓の指導

を受けたり、民泊家庭といっしょに祭り

などに参加して、交流を深めました。

少
年
球
技
大
会
に

‘

飛
び
入
り
参
加

‘ も
ら筋
つ の

たい
貧1] ぃ
道 “
のと
打誉
ちめ
こて
み

4 柔予
道定
交に
流は
試な
合か

っ

た

川
中

吹
奏
楽
部
の
演
奏
す
る
曲

(ド
イ
ツ
の
曲

)
に
踊
り
出
す

団
員

ぬ

医
王
寺
の
十
七
夜
祭
に
浴
衣
を
着
て
参
加

。

提
婆
の

長
い
杖
で

H

悪
病
退
散
H
を
し
て
も
ら
う

0

4
、

広報かわうち



TOWNTOPICS 

ス
イ
ス
の
空
手
選
手

と
合
同
練
習

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す

。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

宮
9
6
6

・

2
2
2
2

練
習
会
で
ス
イ
ス
選
手
は
、
子
ど
も

た
ち
に
ま
じ

っ

て
基
本
の
型
に

真
撃
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

。

俊
敏
な
身
の
こ
な
し
か
ら
繰
り

出
す

拳
と
蹴
り
の
音

、
そ
し
て

気
合
い
の
こ

も

っ

た
声
が
静
寂
の
体
育
館
に
響
き
、

練
習
が
終
わ
る
頃
に
は
、
道

着
も
汗
で

ぐ
っ
し
ょ
り
と
し
て
い
ま
し
た

。

八
月
三
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー

で
ス
イ
ス
か
ら
空
手
の
世
界
大
会
(
岐

阜
県
に
て
開
催
)
出
場
の
た
め
来
日
中

の
三
人
の
選
手
を
迎
え
、
練
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た

。

スイス選手のその所作は、
らしく感じられました

-・・ 婦人会から ・・・
0第3回桜学級
…頭の寝たきりを治そう …心の健康づく

り講演会に参加します。

日時 9 月 4 日凶 午後 7 時30分
場所中央公民館大ホー ル

演題 「ボケは防げる、治せる J
講師浜松医科大学高槻絹子先生
お話を拝聴して 、 「ボケません私の老後J
にいたしましょうよ 。 お誘い合わせで御参

加 ください。

。廃油石けんづくり講習
9 月中旬ごろ 。 日程が決まり次第、お知

らせします。 健康センタ ーの駐車場で行い
ます。 とても簡単です。 どなたでもいらっ
しゃってください。( ゴム手袋・長そで・

ズボンでいらっしゃってください)

~9月 EMポ力シづくり
9 月 26 日 (日) 午後 7 時30分
中央公民館大ホールで行います。 ゴミ減

量にあわせ、秋の野菜づくりに利用して、

健康づくりに役立ててください。 (
代
)

気合いの入った練習に取り組む
スイス選手

表
川
吟
社
人
月
例
会
報

落
人
の
呈
は
こ

の
奥
鳥
威

来
竹
桃
咲
き
ほ
こ
り
を
り
爆
心
地

夏
料
理
古
都
の
銘
菓
も
添
へ
で
あ
り

千
九
寺

の
石
割
松
や
蝉
の
声

老
農
の
一
徹
に
を
り
稲
の
花

有
名
な
講
師
に
期
待
夏
期
講
座

常
陽
花
や
昔
を
語
る
庵
ひ
と
つ

あ
た

ふ
た
と
蟹
の
ま
ど
へ
る
磯
の
穴

打
ち
寄
せ
る
波
音
そ
こ
や
崖

の

百
合

夏
山
や

雲
影
動
く
笹
ケ
原

足
を
組
む
サ
ン
ダ
ル
の
人
素
足
な
り

夕
暮
に
蚊
柱
の
た

つ
田

ン
図
道

い
拡
を
追
い
て
一
途
に
な
り
し
夫
の
顔

向
日
葵
と
背
く
ら
べ
す
る
子
伸
び
あ
が
り

ム
ロ
歓
の
花
も
て
あ
そ
び
い
る
少
女
か
な

紫
陽
花
の
色
と
り
ど
り
に
咲
き
乱
れ

あ
じ
さ
い
や
社
の
森
の
コ
ン
サ
ー
ト

燕
の
山
来
、三
ち
し
あ
と

の
淋
し
さ
よ

池
川

札
ムじ
円t己

渡
部一
て
る
み

田

中
菅
野

樋
ロ

7反
吾F

大
下

宇
和
川
悠
起

戸主
日

聖子
池
川

i反
吾F

宮
崎

広報かわうち

鯛
谷

選
多
喜

笹
子

主主
山中

史
子

虫、
，ーτ三

樹
典
子

ぬ

美
代

芙
弥

五
月

越
路

E子

中

カロ

寿

主真
..". 

茸t

世

津

手ロ
田

準

相
原

初
子

カロ

藤

君

;也
)iJ 

明
谷



問
聖

川w
m
川
町
、

ぶ
~

TOWNTOPICS 

毎
週
火
曜
日
と
土
曜
日
の
午
後

六
時
か
ら
八
時
の

二
時
間
、
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
空
手
の
練
習

を
し
て
い
ま
す

。

道
場
か
ら
は
今
年
も

、

渡
部
一

秀
君
(
横
灘
団
地

一
区
、
済
美
平

成
中

三

年
)
と
渡
部
哲
典
さ
ん

(下
沖

)
の
二
人
が
八
月
六
日
・

七
日
の
世
界
大
会
と
同
時
に
行
わ

れ
た
全
国
大
会
へ
出
場
し

、

渡
部

一
秀
君
が
型
の
部
で
第
六
位
、
渡

部
哲
典
さ
ん
が
団
体
組
手
の
部
準

優
勝
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

典

自 966-5950

.問い合わせ先.

哲音E渡

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

1> 
-申込・問い合わせ先.
川内町体育協会
箇 966-4721

9月 11 日 '"'-'1 1 月 27 日 (毎週土曜日 )
午後7時30分'"'-' 10時00分
川内中学校体育館

大人子どもー男女問いません
1 ，000円

9月 10 日

※小ー中学生は送迎のできる方

。期間

0時間
。場所

。対象者

。参加費

O申込締切

置雇亙
ゆきこ

有希子ちゃん
(9月5日生)

お兄ちゃんたちと一緒に元気
に大きくなあれ!!

(父母より)

近藤

川
柳
も
づ
く
吟
社
八
月
例
会
報

喜
撰
亭

選

共
白
髪
ま
で
と
仲
人
酒
を
注
ぐ

平
岡

深
舟

白
壁
の

上
に
ど
っ
し
り

一鬼
瓦

渡
部
佐
久
良

台
エ

プ
ロ

ン
家
事
万
端
が
見
え
て
く
る

高
周

紫
ごÐ
/JIU. 

災
害
へ
少
し
は
か
り
の
見
舜
金

篠
森
美
登
里

紋
白
蝶
キ

ャ
ベ
ツ
畑
で
発
い
を
舜
い

白
面
で
は
言
え
な
い
こ
と
で
酒
を
呑
む

菅
野

美
雪

岡
本

武
士

火
事
見
舞
い
何
は
と
も
あ
れ
と
ん
で
行
く

都
築
登
青
子

床
の
間
に
貴
婦
人
み
た
い
白
い
ハ
ラ

松
岡

義
国

一
言
の
失
・
一
-
一
二
す
庄
が
台
け

高
瀬
喜
撰
亭

ぬ

十
月
句
会
御
案
内

日
時

十
月
二
日
(
土)

場
所

中
央
公
民
館

宿
題

御
輿
・
み
の
り
(
実
り
・
稔
り)月

ど
な
た
で
も
気
軽
く
ご
参
加
く
だ
さ
い。

午
後
七
時
三
十
分
よ
り

l 横灘団地3 1
ののか

野の花ちゃん
(9月29日生)

やさしく 、 元気な子に育って
ね。(父ー 母よリ )

来月号は、 10月生まれの
満 1歳児を募集します。 9月 5
日 までに役場総務課広報係ま
で写真と コメン 卜をお寄せく
ださい。

広報かわうち

吉田



ションインフォメ

圃愛
媛
県
く
5
し
の

園
リ
ポ
ー
タ
ー
募
集

口
応
募
資
格

県
内
在
住
の
満
却
歳
以
上
の
方

(
平
成
日
年
4

月

1

日
現
在
)

で
、
消
費
生
活
に
関
す
る
諸
問

題
に
関
心
の
あ

る
方
(
た
だ
し
、

県
職
員
及
び
県
の
モ
ニ
タ
ー

等

を
除
く
)

口
活
動
内
容

・

消
費
生
活
に
関
す
る
地
域
住

民
の
声
を
収
集
し
、
は
が
き

で
毎
月
2

回
報
告

-

研
修
会
等
へ
の
出
席
な
ど

口
募
集
期
限

平
成
日
年
9

月
初
日
開

口
募
集
人
員

川
内
町
l

名
(
県
下
全
域1
5
0

名
)

口
応
募
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え

、

松
山
地
方
局
県

民
生
活
課
に
申
し
込
む

口
任
期

平
成
日
年
日
月

1

日
か
ら
平
成

日
年
目
月
訂
日
ま
で

(
2年
)

口
謝
礼月

額
5

、

0
0
0

円
以
内

口
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

干
7
9
0

・
8
5
0
2

松
山

市
北
持
田
町
1

3
2

松
山
地

方
局
県
民
生
活
課
(

菌
9
4

6

・

3
7
0
0
)

園男
女
共
同
参
画
地
域

-学
習
会
の
開
催
募
集

口
募
集
内
容

各
種
団
体

、

企
業
等
が
地
域
で

実
施
す
る
会
議
、
集
会

等
に
あ

わ
せ
て
、
男
女
共
同
参
画
に
造

詣
の
探
い
講
師
を
派
遣
す
る
も
の

口
募
集
数

口
経
費
負
担

派
遣
講
師
の
謝
金
及
び
旅
費
に

つ
い
て
は
、
え
ひ
め
女
性
財
団

が
負
担

口
募
集
期
限

平
成
ロ
年
2

月
却
日
ω
ま
で

口
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

松
山

市

一
番
町
4
4
1
2

愛
媛
県
庁
内
側
え
ひ
め
女
性
財

団
(
箇
9
3
4

・
5

1
1
1

)

、b
~ 

¥ 

泊
目
晶
箇

-9
月
は
、
「
障
害
者
雇

圃用
促
進
月
間
」
で
す

一
人
で
も
多
く
の
障
害
者
が
働

く
職
場
を
得
て
社
会
参
加
が
で
き

ま
す
よ
う
、
事
業
主
を
は
じ
め
関

係
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
l

ワ
ー

ク
松
山

(
松山
公

共
職
業
安
定
所
)
箇
9
3
2

・

1
0
1

0
(内
線
7
4

・
2

1

)

国9
月
-
m月
は
「
自
動
車
点

-検
整
備
推
進
運
動
」
重
点
期
間

運
輸
省
及
、
ぴ
、
四
国
運
輸
局
で

は
、
関
係
団
体
協
力
の
も
と

「
平

成
日
年
度
自
動
車
点
検
整
備
推
進

運
動
」
を
9

月
、

山
月
の
2

カ
月

間
、

重
点
期
間
と
し
て
実
施
し
ま

す
。

但

園高
齢
者
の
人
権
問
題
に

園関
す
る
花
時
間
電
話
相
談

口
日

主
寸

円
H
H
V

9

月
初
日
同
午
前
9

時
か
ら

午
後
9

時
ま
で

口
電
話
番
号
(
フリ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

)

n
u
-
-

q
L
n
u

・

n
U
つ
中
ph
u
・

-h
u
に
d
n
U

口
相
談
内
容

高
齢
者
の
扶
養

、

介
護
、
独
居
、

社
会
参
加

等
高
齢
者
の
人
権
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

口
相
談
担
当
者

弁
護
士
や
僧
侶
、
教
育
者
等
多

種
の
経
験
を
も
っ
人
権
擁
護
委

員
、
法
務
局
職
員

広報かわうち

圃
い
じ
め
・
な
や
み
等
の

圃
耐
久
旨
『
司
d
同
口
火
火

・
3
2
4
Z
F
r
4小1
-言
ロ

口
日
時

毎
週
月

・
火

・
水
・
金
曜
日

午
前
8

時
却
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館

2

階

教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め

・

登
校
拒
否
等
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て

、

本
人
ま
た

は
保
護
者
・
関
係
者
か
ら
の
相

口
相

談
員

渡
部
良
温
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

(
相
談
無
料

・

秘
密
厳
守
)

ぬ

-電話相談
箇966-6 150



インフォメーション

圃平
成
刊
年
度
地
方

圃消
費
者
講
座

口
日
時

9

月
辺
日
ω

午
後
l

時
か
ら
午
後
4

時

口
場

所

松
前
町
文
化
セ
ン
タ
ー

(伊
予

郡
松
前
町
筒
井
6
3
3

松
前

町
役
場
に
隣
接
)

口
内
容

・

講
演

「税
関
行
政
と
知
的
所

有
権
侵
害
物
品
(
コ
ピ
l

商

品
)
の
概
要
に
つ
い
て
」

講
師
松

山
税
関
支
署

統
括
審
査
官
藤
山
宏
先
生

・

講
演
「
省
エ
ネ
住
宅
の
需
給

動
向
と
将
来
の
見
通
し
」

講
師

愛
媛
セ
キ
ス
イ

ハ
イ
ム

州
側
の職
員

口
問
い
合
わ
せ
先

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
と

こ
ろ
ま

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

参
加
料
は
、
無
料
で
す
。

松
山

地
方
局
県
民
生
活
課

担
当
五
十
嵐

、
松
田

(箇
9
4
6

・
3
7
0
0

)

口 口 ーー愛 場 10 日本リ

ー 誓早 の
T 完 所 E| 時花
6 き 凶 フ
4 総 i 工
合 10 ス

5 指月 弓t
8 導 2 τ〆
6 セ日 ・
7 /削 J (' 
↓ b 山 J レ

口
内
容

花
き
展
な
ど
各
種
展
示
会

、

花

の
種

・

ポ
ッ
ト
苗
プ

レ
ゼ
ン

ト
、
花
と
緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

ふ
る
さ
と
市

・

バ
ザ
l

、

フ

フ

ワ
ー

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど

愛
媛
大
学
公
開
講
座

市
民
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

主
寸

9

月
初
日

・

引
日

・

2
日

-

M
日

午
後
l

時
1

午
後
4

時

口
場

所

愛
媛
大
学
法
文
学
部
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ル

l

ム
(
第
2

実
験
室
)

容

口
日

口
内コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
初
心
者
の
方

を
対
象
に

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
使
い
方
か
ら
ホ

l

ム
ペ
ー
ジ

の
作
り
方
ま
で
を
体
験

・

学
習

す
る
。

口
定
員
・
受
講
料

別
名
(
受
講
料
6

、

5
0
0

円

テ
キ
ス
ト
代
を

含
む
)

口
受
付
期
間

9

月
山
日

幽
ま
で

口
講

師

愛
媛
大
学
法
文
学
部

総
合
政
策

学
科
教
授
ほ
か

口
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

申
込
み
方
法

等
詳
し

く

こ
と

は
、

干
7
9
0

・

8
5
7
7

松
山
市
文
京

町
3

愛
媛
大
学

法
文
学
部
学
務
係
(

箇
9
2

7

・
9
2
2
0

)

圏平
成
日
年
度
米
穀
販
売
業
新

園規
登
録
(
後
期
)
申
請
手
続
き

愛
媛
県
内
で
新
た
に
計
四
流
通

米
の
販
売
(
卸
売
業

・

小
売
業
)

を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
は

、

愛

媛
県
知
事
の
登
録
を
受
け
る
必
要

が
あ
り

ま
す
。

登
録
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は

平
成
日
年
9

月
日
日
か
ら
同
年

目

月
白
日
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

口
申
請
窓
口

偏
附
川
開
閉

松
山
地
方
局
産
業
経
済
部
農
政

諜
(
箇
9
4
1

・
1
1

1
1

)

日
間
団
門
岡
阿
川
団
閉

農
林
水
産
部
農
産
園
芸
謀
食
糧

係

(箇
9
4

1

・
2

1
1

1

)

園簡
易
裁
判
所
民
事
手
続

圃案
内
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス 松

山
簡
易
裁
判
所
で
は

、

簡
易

裁
判
所
の
民
事
手
続
に
つ
い
て
の

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る

案
内
サ
ー
ビ
ス
(
民
事
手
続
の
一

般
的
な
案
内

、

訴
訟

・

調
停

・

支

払
督
促
に
関
す
る
各
案
内
・
即

決

和
解
及
び
公
示
催
告
に
関
す
る
案

内
)
を

、

開
始
し
ま
し
た
。

こ

の
シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
こ

と
に
よ

り
、

裁
判
所
に
足
を
運
ぶ

こ
と
な

く
、

誰
で
も

、

い
つ
で
も

、

ど
こ

か
ら
で
も
、
夜
間

、
休
日
を

と
わ
ず
却
時
間

利
用
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

箇
9
4
1

・

0
5
2
0

ぬ

(
電
話

・

F

A
X

共
通
番
号

)

. 9月ごみの収集日 ・
清掃センター 電話 9 66 -4 98 9

1 .もえるごみ

収集曜日 収集地域 収集変更印収集休止日 | 
東沓 ・西谷

9 月 23 日休)は
月・木 土谷 ・滑川 ・奥松瀬川|

毎 天神 (山田団地を除く )
9月 24 日 (金)に収集

火 ・ 金
北方東 ・北方西

変更なし
週 南方策・南方西

水 ・ 土
町西・町東 (天神を除く ) 9月 1 5 日休Jは

山田団地 ・ 4黄灘団地 ・前松瀬川 9月 1 6 日附に収集

2 .もえないとみ ・粗大ごみ

収集地域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 組大ごみ

東谷・西谷

土谷・滑川・奥松瀬川 9月 1 3回月) 9月 27日(月) 9月 20 日(月)

天神 (山田団地を除く )

北方東・北方酉
9月 1 4日凶 9月28日ω 9月 2 1 日ω

南方東・南方西

町西・町東 (天神を除く )

山田団地 ・横灘団地 9月8日 (;7ゆ 9月 22日休) 9月 22日休)

前松瀬川

広報かわうち



健康センターから

9眉健康11青輯
E司耳切訓告長沼

O子育て教室
日時 9 月 7 日伏)

午前 9 時30分~ 12時
場所 健康センタ ー 2 階

対象児 平成 9 年 4~6 月生まれ

の幼児とその保護者
( 2 歳 3 ヵ月 ~5 ヵ月児)

内 容 1) r元気な歯をつくろ
う J .ブラッシング指導

講師歯科衛生士

2 ) 手作りおやつ試食
持参品 母子健康手帳、アンケー

ト(事前に送付 し ます) 、
歯ブラシ、コップ、 タオル

0歯科検診

日時 9 月 22 日同
受付午前 9 時~ ll時

午後 l 時~ 3 f1寺

場所 健康センタ ー 2 階

対象児 1 歳~就学前の幼児

内容 歯科検診、フッ素 ・ サホ

ライド塗布、ブラッシン

グ指導

持参品 母子健康手帳、歯ブラシ、
タオル

料金 l 人 200円

0三歳児健康診査

日 時 9 月 28 日 ω。

受付午後 l 時~2 時

場所 健康センタ ー 2 階

対象児 平成 8 年 1 月 ~ 3 月生ま

れの幼児
-E司~if~這Eヨ・

-健康センター fi966 ・ 2191

( 3 歳 6 ヵ月 ~8 ヵ月児)

内容 身体計測、 小児科診察、
歯科診察、保健指導 (栄

養・歯科)

持参品 母子健康手帳、アンケ ー
ト (事前に送付します)

0乳幼児相談

日時 毎週水曜日
午前 9 時~ 12時

場所 健康センター l 階

内容 身体計測、育児相談

持参品 母子健康手帳

-If団長EiE隠遁.

0健康相談・栄養相談

血圧測定、 尿検査を行っています。

健康に関することはお気軽にご相

談ください。

日時 毎週水曜日
午前 9 時~ 12時

場所 健康センタ ー l 階

運動指導室

0こころの健康相談

精神的に不安定だ‘ったり、お年寄

りの痴呆等の相談をお受けしてい

ます。

日時 9 月 14 日 (:J~

午前 9 時~ 12時

場所 健康センタ ー及び家庭訪

問

(注) 予約制ですので、事前に保

健婦まで御連絡ください。

日 時 対象児と注意事項

3 カ月 ~ 7 歳 6 カ月の者。

種j4E毘0ヨh 

9 月 l 日休}

午後 2 時~3 時
* 百日ぜきにかかったことのある方は二種混合 ( ジフテ
リア、破傷原u を受付で申し出て、受けてください。

ツ 9 月 14 日 (j()
3 カ月 ~ 4 歳の者

反 午後 2 時~ 3 時
* 2 日後ツベルクリン反応判定を行います。
*接種後の入浴は控えてください。

B 9 月 16 日 (木)
3 カ月 ~ 4 歳の者

C 
午後 2 時~ 3 時

* ツベルタリン反応判定を行い 、 陰性の者のみ BCG を
G 接種します。

風 9 月 29 日 付J l 歳 ~7 歳 6 カ月の者

疹 午後 2 時 ~ 3 時 * 原則として麻疹接種後に受けてください。

。場所 健康センター 2 階

。持参品 母子健康手帳・予防緩種手帳-体温計

ぬ

H

生
活
見
直
し
若
い
う
ち

壮
年
か
ら
は
が
ん
検
診
u9パ ~9/30 ガン制圧月間

-..，且司Z温.. 圃

理学療法士による機能回復の訓練を行って
います。

日 時 毎週水曜日午後 1 時~ 3 時
場所 ガリラヤ荘

(注) 申し込みが必要ですので、保健婦ま
で御連絡ください。

E持主.J ~ほ弐.

8 月 26 日に実施した基本健診、女性健診の
結果を個別にお返しします。

日 時 9 月 2 1 日ω

受付 午後 l 時30分~3 時
場所 健康センター 2 階

持参品 健康手帳 (ない方は当日さしあげ
ます)

.1;双M~:語圏

日時 9 月 30 日 (対

受付 午前 7 時30分~9 時

場所 永野集会所

検診内容 胃 、 大腸

検診料金 胃… 800円、大腸. .. 500円

ESii昆週E誠辺司民主l~ü哩

日 時 毎週月曜日

午前 8 時30分~ 10時

場所 健康センタ ー

持参品 印鑑、 登録

をしている

犬は鑑札、

予防接種済
iffi 
フyて

I;J~~出t三ヨ5・ (診療時間 午前日時30分~午後5時30分)
日 当番医 住所 電話

5日 ( 日 )
愛媛十全医療

川内町南方 966-5011 
学院付属病院

12日 ( 日 ) 増 田整形外科 松山市 970-2020 
南梅本町

15日 (祝) 岸本医院 川内 IIIT北方 966-5670 

19日 ( 日 )
国立療養所 重信町 964-2411 

愛媛病院 横河原

23日 (祝) 泉 内 科 川内 118 南方 966-2226 

26日 ( 日 ) 中川病院 松山市 976-7811 
南梅本町

広報かわうち



Photo 
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E 園田園田・ー..

なフ施、し
⑩ 
写真

園田園園田・ー .1
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表紙の写真

8 月 7 日 、 ドイツスポー ツ少年団員は 、 剣道

体験の後、町の花 と さくらミでつく っ た木万

(製作者 ・ 桐山高義氏) を 川内剣道会からプ レ

ゼントされました。

町の勤き ( 8 月 1 日現在)
人口 11 ， 181 人 (+0人)

男 5 ， 297 人 (+ 2人 )

女 5 ， 884 人 (- 2人)

世帯数 3 ， 806 戸 (+ 3戸)

健
康
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

H

ひ
ま
わ
り

H

昭
和
四
十
五
年
に
お
目
見
え
し
た
健
康
パ
ト

ロ

ー

ル
カ
ー

H

ひ
ま
わ
り

H

の
写
真
で
す
。

今
は
夏
の
健
診
も
終
わ
り
ま
し
た
が

、
こ

の

H

ひ
ま
わ
り

H

も
当
時

、

健
診

、

健
康
相
談

、

新

生
児
訪
問
な
ど
で

町
内
各
所
を
回
り

、

す
っ
か
り

保
健
衛
生
の

H

顔
H
に
な

っ

て
い
ま
し
た

。

今
の
健
康
指
導
車
の

二
代
前
の
雄
姿
で
す
。

そ

の
レ
ト

ロ

な
ボ
デ
ィ

ー

を
覚
え
て
い
る
人
も
多
い

の
で
は
・
:
。

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

f

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

。

戸籍の窓
( 7 月受付分 ・ 敬称iij告)

食お誕生おめでとうございます

住所 保護者 名前 生年月日

茶 堂 土居丈二
かみ 坤

6 目 27天弓

坂 渡部洋幸
とし ()ろ

6.28 手IJ ì羊

茶 z骨主2与 一僑 主・rz 、
りく

6.29 |箆

上 砂 阿部 嘉範
ま昌さ σ信')ç'i~ 7. 6 

板 戸 日野和明 真ま由噛子こ 7.13 

茶 ，三生温比- 八木宏窓 愛"美み里り 7.20 

女ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡月日 世 帯 主

上 砂 村尾ハルキ 91 6.30 村尾店jニ

河之内音田 藤井健男 74 7. 6 藤井 i金男

問 屋 近勝忠男 91 7.10 近藤 忠男

中之町 渡部ハツ子 86 7.15 渡部 |を成

河之内音田 佐伯 窓 50 7.15 {主f自制八

森 松木愛子 83 7.26 松木正紀

こ

の
夏

、

ス
イ
ス
や
ド

イ

ツ
の
人
た

ち
が
相
次
い

で
川
内
町
を

訪
れ
た
。

取
材
を
す
る
中
で

、

こ
と
ば
に

四
苦
八
苦
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が

、

そ
の
国
の

こ

と
を
あ

ま
り

知
ら
な

い
自
分
に
気
が
つ
い
た
。

ア
メ

リ

カ
の
こ
と
な
ら
、
大
統

領
の
名
前
や
大
リ

ー

グ
の
話
題

、

映
画
の
話
題
な
ど
す
ぐ
出
て
く
る

の
に
・
:
。

訪
問
団
が
嵐
の
ご
と
く
去
っ
て

い
っ
た
後

、

つ
く
づ
く
ア
メ
リ
カ

ナ
イ
ズ
し
た
日
本
(
自
分
)

感
し
た
。

を
痛

ぬ

編集/) 11内町総務課

干 791-0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEL (089) 966-2222 

印刷/アマノ印刷
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上
か
5

み
た
H

窪
野
淵
H

• 

• 

• 

• 

. 
• • 

• . 
• • ・ . . • 
-. . 
• • . • • • ・ . . • 
. 

. 
• • 
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河
之
内
の
惣
河

内
神
社

・

金
毘
羅
寺
を

過
ぎ
、

ブ
を
由

っ

て
す
ぐ
の
と

こ

ろ
に
あ
る
清
水
橋
の

、

う
ど
そ
の
下
に

こ

の
H

窪
野
淵
H
は
あ
り
ま
す
。

大
き
な
岩
が
長
い
年
月

、

水
の
浸
食
に
よ

っ
て
え
ぐ

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か

、

ま
る
で
す
べ
り
台
の
よ
う
に
な

っ
て
い
て
v

そ
こ

を
水
が
す
べ
り
落
ち
て
い
る
。

川

い
っ
ぱ
い
に
流
れ
て
い
た
水
が

、
こ

の
H

窪
野
淵
H
の

空
出
里子

淵

岩
上
で
ま
と
ま
り

、

ご
う
音
と
と
も
に
落
水
す
る
様
は

な
ん
と
も
壮
観
で
、
見
る
も
の
を
圧
倒
す
る
。

こ

の
H

窪
野
淵
H
は

、

走
っ
て
い
る
車
か
ら
は
ま
っ

た
く
見
え
ず

、

う

っ

か
り
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
が

、

残
暑
厳
し
い
日
な
ど

、

ち
ょ

っ
と
の
ぞ
い
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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